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本日の内容

地域包括ケアシステムと地域共生社会まとめ   
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笠間市

2006年3月19日に笠間市（旧制）、旧西茨城郡
（友部町、岩間町）の1市2町が新設合併し、新制

の笠間市として発足（平成の大合併）

• 旧笠間市：歴史を生かした観光産業をはじめ、全国でも有

数の産地 として知られる稲田みかげ石や笠間焼など地場

産業による観光・芸術文化のまち

• 友部町：交通の要衝として通勤・通学の利便性が高いこと
から、住宅地の開発が進むとともに、県立中央病院をはじ
めとする医療・福祉施設が充実した福祉のまちとして発展

• 岩間町：愛宕山に代表される緑豊かな自然環境や歴史的
資源、果樹をはじめとする農業、さらには、常磐自動 車道
岩間インターチェンジ周辺の企業立地など工業のまち
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地域包括ケアシステムの構成要素
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５つの構成要素が相互に
連携して暮らしを支えている



同じ笠間市内でも、住んでいる場所に
よって提供されるサービスは異なる
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地域包括ケアシステムは、
地域住民ひとりひとりが最期まで住み慣れた地域で

暮らし続けるために、専門職が連携して、
その地域の実情に応じて、

その地域に暮らす人々とともに作り上げている。



これからの学習に活かそう

• 実習で行く施設は、数多くある地域のシステムを
構成するサービスの一つであることを念頭に置く。

• ２年次のフィールドワークでは地域住民へ

インタビューを実施する。

構成要素の【すまいとすまい方】の理解へ繋げる

• ３年次以降、多くの地域の実習施設に行く
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地域のシステムの中で実際に
看護師がどんな役割を担っているのか学ぼう



レポート提出 １０点

10点：自己の考えが４つの視点をふまえて具体的に

書かれている

8点：自己の考えの記載があるが、やや抽象的である

6点：事実のみで自己の考えの記載が少ない

4点：事実のみの記載で自己の考えの記載がない

※明確な理由のない提出遅れは-2点

※生成AIの使用不可

※誤字脱字に十分注意すること
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７月27日（月）8：4０ 職員室提出
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